
    特別職の報酬一覧（２０１２年８月までの報酬と今後の推移）

月額 期末手当 退職金（４年ごとに支給） 今後の改定は？

市長 808,400 3,571,812 8,572,800 11月から月額799,000円

副市長 752,500 3,521,700 5,889,600 減額なし

教育長 680,500 3,184,740 4,517,760 減額なし

病院管理者 714,000 3,341,520 4,455,360 減額なし

上下水道管理者 714,000 3,341,520 4,455,360 減額なし

議長 680,400 3,176,172 支給なし 12月議会で議論

副議長 623,700 2,911,491 支給なし 〃

議員 576,500 2,691,045 支給なし 〃

＊23名の議員のうち、21名の議員は、別途競艇審議会委員報酬がある。（18,000円～19,000円／月）

＊監査委員ほか、各種審議会等の委員になっている議員は別途報酬がある。

（33,000円／月～7,400円／日）

＊特別職の任期は４年。任期が終了すれば、継続して任命されても退職金が毎回、支給される。

＊特別職の退職金は、２００７年に減額され、今日の金額になっている。
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。



　ここ数年、 女性の方からの生活相談を受けることが多

くなってきました。 シングルマザーの方や、ご高齢の方、

ＤＶ被害で悩んでおられる方や離婚で一歩をどのように

踏み出せばよいか揺れておられる方など、さまざまです。

これまでも、 フェミニストカウンセリングや、 アサーティブ

トレーニンング、 パワーハラスメントのセミナーや連続講

座を受講してきましたが、 さらに勉強しようと考え、 この

８回開講の連続講座を受講。 中・高校の先生や子ど

も女性センター、 男女共同参画センターや診療所など

多様な受講者のみなさんとの交流・情報交換も魅力。

生物学、 経済学、 法律、 心理学の各分野やメンタル

ヘルスなどの理論的な講習やグループ・ ワークなど、

盛りだくさんで、 多角的な視点から学びが得られます。

しっかり勉強し、 活動に生かしていきます！

nakanishi
ノート注釈
誤：12月4日（木）～7日（火）　　　　　　　　↓正：12月4日（火）～7日（金）






